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 プレゼンテーション技法を育成する場合、PowerPointをツールとして利用するのが普通である。本研究ではWiki

をツールとして利用して実践を行い、その有効性について検証を行った。本研究で対象にした授業は、教科「情報」

の専門科目の「コンピュータ・プレゼンテーション技法」と「情報科教育法Ⅰ」である。 

 Wiki を利用する利点しては、HTML言語の知識がなくてもプラグインやリンク等のWikiが持っている機能を利用

すればかなり高度なウェブページの作成が可能になり、一般的なウェブページを作成するよりも容易にプレゼンテー

ションツールとしてのウェブページを作成することができることである。また、時系列で情報が流れていくブログや

SNSに比べてWikiはメンバー間のコミュニケーションの活性化や新しいアイデアの創出に向き、知識を共有してい

く場としてはWikiの方が適しているといえるからである。 

 二例の授業実践の分析から、Wiki というツールは情報をまとめ、発信していくという点でとても有効なツールであることが

明らかになり、教師教育にも有効な活用法であることが実証できた。 

 

はじめに 

 

現在、情報化が進み様々な情報が簡単に手に入るようになった。我々の生活の中でも情報ツール

活用能力は必須となりつつある。また、それは学校教育現場でも同様である。そしてその手に入っ

た情報をどのように処理してまとめ、発信していくかがより重要になってきている。 

茨城大学教育学部では教科「情報」の専門科目の中に「コンピュータ・プレゼンテーション技法」

と「情報科教育法Ⅰ」をおいており、「コンピュータ・プレゼンテーション技法」は隔年後期、「情報

科教育法Ⅰ」は隔年前期に開講し、それぞれ2単位の授業となっている。学生達にコンピュータ・ 

―――――――― 
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プレゼンテーション技法を育成する場合、PowerPointをツールとして利用するのが普通である。 

しかし今回はそうではなく Wiki をツールとして利用して実践を行い、その有効性について検証

を行った。 

 

 

第1章 プレゼンテーションツールとしてのWiki 

 

１ Wikiの説明 

まず、本実践で使用したWikiとはどのようなものなのか。IT用語辞典e-Words による定義を

見てみる。 

 

Webブラウザから簡単にWebページの発行・編集などが行える、Webコンテンツマネジメン 

トシステム(CMS)の一つ。WebサーバにインストールしてWebブラウザから利用する。 

複数人が共同でWebサイトを構築していく利用法を想定しており、閲覧者が簡単にページを 

修正したり、新しいページを追加したりできるようになっている。編集者をパスワードなどで 

制限したり、編集できないよう凍結したりすることもできる。HTMLの知識がなくてもリスト 

やリンクを簡単に作成できるように、簡易な整形書式が定められている。 

柔軟性が高く、手軽に始められて操作が簡単なことから、メモ帳代わりに使ったり、特定のテ 

ーマのまとめサイト(まとめWiki)の制作に利用されることが多い。Wikiを利用したインター 

ネット上のWebサイトで最も有名なものに百科事典のWikipediaがある 1）。 

 

多くのWikiに共通する特徴は以下の通りである。 

 ネットワーク上のどこからでも、いつでも、誰でも、文書を書き換えて保存することがで

きる。 

 文書の書き換えに最低限必要なツールはウェブブラウザのみである。 

 Wiki特有の文書マークアップはHTMLなどと比べて簡潔なので覚えやすい。 

 同じWiki内の文書間にリンクが張りやすくなっており、個々の文書が高度に連携した文書

群を作成しやすい。 

 大抵は、変更の事前許可を必要とせず、Wikiのあるサーバに接続できる人に開かれている。

実際、ユーザアカウントの登録を必要としていないところも多い 2）。 

なお授業でのWikiの活用例としては、木村勤氏と本田が iGoogleとFFP及びWikiを活用した

公立小学校4年生14名を対象に社会科単元「わたしたちの茨城県」の授業を行ったものがある。

この実践で「Wikiでは個人ページを設定するとともにグループページも作成し、各自が互いの調べ

た内容を確認し合ったり互いに意見を出し合ったりしながら、グループとしての考えもまとめられ

るようにした」とある 3）4）。本研究は、教師教育の視点からその流れを受け継いだものである。 

 

２ 操作の簡便性 

Wikiをプレゼンテーションツールとして利用する理由の一つめとして、操作の簡便性が挙げられ

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/HyperText_Markup_Language
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%A4%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%AF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%90
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%AB%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%88
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る。Wikiはウェブページ機能を利用したプレゼンテーションが中心である。同じようなウェブペー

ジ機能を持つ一般的なウェブページの作成では高度なHTML言語を学ぶか（図1参照）、反対に機

能は劣るけれども簡単なワープロ等を使って行うか（図2参照）のどちらかになる。本研究のねら

いは HTML 言語の習得ということではなく、あくまでプレゼンテーション能力の育成である。

HTML言語の知識がなくてもプラグインやリンク等のWikiが持っている機能を利用すればかなり

高度なウェブページの作成が可能になり、一般的なウェブページを作成するよりも容易に、プレゼ

ンテーションツールとしてのウェブページを作成することができる（図3参照）。 

 

 

 

図1 HTML言語を用いて作成したウェブページ 

（上）HTML言語（下）ウェブページ 
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図2 Wordを用いて作成したウェブページ 

 

 

図3 Wikiのプラグインの例  

（上）「#gnews(防災)」と入力（下）防災に関するニュースがWikiに表示される 
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３ コミュニケーションツールとしての優位性 

Wikiをプレゼンテーションツールとして利用する理由の二つめとしては、コミュニケーションツ

ールとしての優位性が挙げられる。Wikiは一方向の情報発信ではなく、あくまでコミュニケーショ

ンを前提としたツールである。プレゼンテーション能力の育成に PowerPointのような一方向のも

のではなく、Wikiのような双方向の情報流通の要素を入れれば、より複雑で変化に富んだ能力を育

成することができると考える。 

また、本実践で他のソーシャルメディアではなくWikiを選んだ理由はなぜか。 

まず Wiki とブログを比較する。ブログとは個人や数人のグループで運営され、日々更新される

日記的な Web サイトの総称である。内容としては時事ニュースや専門的トピックスに関して自ら

の専門や立場に根ざした分析や意見を表明したり、他のサイトの著者と議論したりする形式が多く、

従来からある単なる日記サイト(著者の行動記録や身辺雑記)とは区別されることが多い 5）。 

Wiki は Wikipedia に代表される通り内容志向で読むのが中心であるのに対し、ブログはそれより

も人間志向で書くのが中心となっている（図4参照）。 

次にWikiと SNSを比較する。SNSとは、人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュ

ニティ型の Web サイトのことである。会員制のサービスで、友人・知人間のコミュニケーション

を円滑にする手段や場を提供したり、趣味や嗜好、居住地域、出身校、あるいは「友人の友人」と

いったつながりを通じて新たな人間関係を構築する場を提供する。人のつながりを重視して「既存

の参加者からの招待がないと参加できない」というシステムになっているサービスが多いが、最近

では誰も自由に登録できるサービスも増えている 6）。SNSはWikiやブログよりも人間志向で読み

書き両方のバランスが取れているソーシャルメディアである。 

フロー型と呼ばれる時系列で情報が流れていくブログやSNSは、メンバー間のコミュニケーシ

ョンの活性化や、新しいアイデアの創出に向き、一方で知識を共有していく場としてはストック型

と呼ばれるWikiのほうが適しているといえる。 

本実践ではプレゼンテーションした知識の共有を重視するため、Wikiというツールを選択した。 

 

ツール メリット 

ブログ 
ユーザー同士のコミュニケーション。自身の知見と第三者の知見を交流させて、イノ

ベーションを生み出すのに適している 

SNS 
“知り合いの知り合い”へのアプローチ障壁を下げ、ユーザー同士のコミュニケーショ

ンを活性化させるのに適している 

Wiki 
ある目的に沿ってコミュニケーションさせて、特定のナレッジを構築するのに適してい

る 

表1 ブログ・SNS・Wikiのメリット比較 7） 
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図4 ソーシャルメディアの関係図 8） 

 

今回の研究では、本田が担当した教科「情報」の専門科目の「コンピュータ・プレゼンテーション

技法」（平成23年度前期）と「情報科教育法Ⅰ」（平成24年度後期）の二つの授業を研究対象とした。

まず「コンピュータ・プレゼンテーション技法」について述べていく。ちなみに「コンピュータ・

プレゼンテーション技法」の実践については、日本情報科教育学会第5回全国大会で発表を行った。 

 

 

第2章 「コンピュータ・プレゼンテーション技法」実践の概要 

 

１  「コンピュータ・プレゼンテーション技法」のシラバス 

まず「コンピュータ・プレゼンテーション技法」のシラバスについて説明する。 

本実践の概要は、「コンピュータを使ったプレゼンテーションの方法について実習を含めて習得す

る。パワーポイント等のすでに知れ渡ったアプリケーションソフトの単なる操作法にとどまらず、

最近注目されているWeb2.0のツールを理解するとともに、それらの操作法を通してプレゼンテー

ションの利用法を深く理解することを目指す」ということである。 

到達目標は、「情報の効果的な発信＝プレゼンテーションについて、どのようなツールをどのよう

な場面でどのように利用すれば効果的に行うことができるのかを実践的技法を学びつつ理解でき、

実践できること」である。 

 

２ 実践過程 

本授業の授業計画は以下のようになっている。 

1）情報の授受とは 

2）情報の発信＝プレゼンテーションについて 

3）コンピュータ・プレゼンテーションの特徴について 
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4）Web2.0の特徴と代表的なツールについて 

5）BBSとは何か 

6）BBSの特徴 

7）BBSの分析について 

8）BBSの教育利用について 

9）Wikiとは何か 

10）Wikiの特徴 

11）Wikiのプラグインについて 

12）Wikiの共同作成について 

13）Wikiの教育利用について 

14）作成したオブジェクトの相互評価 

15）まとめ 

今回は、この中の9回目から13回目までのWikiに関する授業の部分を研究対象としている。 

 

 

第3章 Wiki「災害時の危機管理と人材育成」作成ページの分析 

 

１ 各個人の作成ページ 

本実践のWikiのテーマは「災害時の危機管理と人材育成」である。 

 

図5 Wiki「rosecastle@ウィキ」トップページ 
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 まず、受講生10名各個人がまとめたWikiの個人ページを分析した。その際以下のような表を作

成した。 

 

表2 Wiki「rosecastle@ウィキ」個人ページ内容分析 

 

Wikiの個人ページは大きく「自ら作成したもの」、「引用」、「リンク」の三つに分けられた。そこ

からさらに細分化して、自ら作成したものは「文章」、「静止画」、「動画」、引用は「文章」、「静止画」、

「動画」、リンクは「国・地方」、「民間」に分けられた。自ら作成したものの文章はさらに分けられ

「読者とのコミュニケーションを重視した文章」、「リンク先の説明」、「災害時の危機管理や人材育

成に関する文章」となり、リンクの国・地方も「国のサイト」、「県のサイト」、「市町村のサイト」、

「その他の公共団体」、「講演会」に分けられ、民間も「民間のニュースサイト」と「民間のサイト」

に分けられた。 

分析した結果、自ら作成した静止画や動画は一切なく、静止画や動画は引用したものに限られるこ

とが分かった。また、引用した文章はひとつもなかった。リンクについては国・地方と民間では民

間のサイトが多く、国・地方では国のサイトが最も多いことが分かった。 

 

２ Wikiページ全体の関係とフォーラムページ 

 

図6 Wiki「rosecastle@ウィキ 災害時の危機管理と人材育成」フォーラムページ 

（ア）読者とのコミュニケーションを意識した文章 15
（イ）リンク先の説明 76
（ウ）災害時の危機管理や人材育成に関する文章 52

（2）静止画 0
（3）動画 0
（1）文章 0
（2）静止画 4
（3）動画 14

（ア）国のサイト 24
（イ）県のサイト 8
（ウ）市町村のサイト 9
（エ）その他の公共団体 3
（オ）講習会 5
（ア）民間のニュースサイト 41
（イ）民間のサイト 43

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

（1）文章
自ら作成したもの

引用

リンク

（2）民間

（1）国・地方
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図7のように、まずトップページから各個人のページへと行き、その各個人のページから重要だ

と思うものをフォーラムページに各個人が書きこむ仕組みとなっている。 

外部のページに有益な情報がある場合はそちらにも適宜リンクできるようになっている。 

 

図7 Wiki「rosecastle@ウィキ」ページ全体の関係 
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表3 Wiki「rosecastle@ウィキ」フォーラムページ分析 

 

各個人のページと同じように「自ら作成したもの」、「引用」、「リンク」の三つに分けられた。自ら作成した

ものは個人ページと同じく文章のみだった。しかし引用は個人ページとは異なり一つもなかった。またリ

ンクでは、国と地方・民間のニュースサイト・民間のサイトはあったが、講習会はなかった。 

 

 

第4章 「情報科教育法Ⅰ」実践の概要 

 

１  「情報科教育法Ⅰ」のシラバス 

「情報科教育法Ⅰ」は、前期2単位の授業である。シラバスの概要としては、「共通教科｢情報｣設置の趣

旨・位置づけ・目標・科目構成について学習指導要領をもとに理解し、実際の教材研究や授業計画の進

め方を実践的に学ぶ」ということで、到達目標としては「高校の共通教科の中での教科｢情報｣の特徴を理

解できる。また、教科『情報』の教科内容を理解し、その基本的な授業計画を立て、実際の指導ができるよ

うにする」となっている。 

 

２ 実践過程 

本授業の授業計画は次のようになっている。 

1）共通教科｢情報｣設置の趣旨・位置づけ・目標・科目構成について(学習指導要領の検討) 

2）共通教科｢情報｣と高等学校の他教科との関係 

3）中学校技術家庭科との関係 

4）専門教科｢情報｣との関係 

5）～8）科目「社会と情報」｢情報の科学｣の内容について 

9）～13）指導計画書の作成について 

14）授業計画・学生発表 

15）まとめ 

この中で9回目に指導案を作成し、模擬授業を行った。10～13回目にWikiを用いた授業を行なわれて

おり、その部分を研究対象とした。 
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第5章 Wiki「roseburg@ウィキ」作成ページの分析 

 

「roseburg@ウィキ」の構造としては、トップページがフォーラムページになっており、そこか

ら各個人ページへと飛ぶようになっている。各個人ページには、それぞれの授業指導案と情報科教

育法Ⅰの授業の感想が置いてある。また、各個人ページから外部ページへのリンクも張ってあり、

それぞれが見せたい外部ページへも行くことができるようになっている。 

 

 

図8  Wiki「roseburg@ウィキ」 個人ページ 

 

 

図9 Wiki「roseburg@ウィキ」 模擬授業フォーラムページ 
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図10  Wiki「roseburg@ウィキ」 感想・学習指導案ページ 

 

 

図11  Wiki「roseburg@ウィキ」 学習指導案 
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フォーラムページの具体的な内容としては、「質問なんですが、現在HTMLを学ぶメリットってな

んだと思いますか？」「html を学ぶことはwebページの構造把握につながって、閲覧が容易にな

ったり、リンク先のページがどのようなページであるのか見通しがついて危険回避にでもつながる

んじゃないかと思っています。」というように模擬授業の内容に関しての質問をし合ったり、「技術

ってどんどん進化しているので、教育もそれに対応していかなくちゃいけないと思います。PC関

連は特に進化が早いので、未来をもっと見据えて行う教育が大事になってくると思います。」「PC

があるのが当たり前、という生徒をお相手することになると思うので、すでに知っている分野であ

っても、発見と創造性にあふれた授業展開をしていけたらいいなあ、とうっすらですが目標を持つ

ことができました。」など、これから教師になっていく上で心構えなどについても話し合われていた。 

 

 

図12  Wiki「roseburg@ウィキ」 全体図 
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第6章 結果と評価 

 

まず「rosecastle@ウィキ」の結果と

して特徴的なことは、まずフォーラムペ

ージには一切動画や静止画がなく、もし

見せたい場合は自分の個人ページへ

のリンクを張り、見ることができるようにし

ているということである。一部分のモジュ

ールの寄せ集めでは十分なプレゼンテ

ーションを行うことができないと考えたた

めだと思われる。 

また今回は「災害時の危機管理と人

材育成」というテーマでWiki作成を行っ      

たが、茨城県はもちろん茨城大学も震災      図13 フォーラムページと個人ページの関係 

の被害にあったため、学生たちは切実な 

問題として取り組んだと考えられる。通常、ウェブページ作成の際はページのデザイン面などの派手さに

傾きがちだが、今回は地味ではあるがカラフルさよりも内容を重視したページとなっている。 

 

表4 読者とのコミュニケーションを重視したもの 

 

また表3を見ると分かるとおり、個人ページには文章の表現で双方向のコミュニケーションを意識したも

のやプラグインで作成したコメント欄もあった。 

そして個人のWikiページから重要だと思う部分をフォーラムページに持ってきて載せて共有するのだ

が、本実践の課題としては、Wiki のコメント欄には書き込んだ文章の略歴が残りますが書き込みが一切

ないことから、授業時間数の関係で Wiki ページを作成するだけで精一杯で双方向のやり取りをするとこ

ろまでいかなかったということが分かる。フォーラムページでも個人ページの重要な部分を載せるのみで、

積極的な双方向のやり取りまで行うことができなかったといえる。フォーラムページで双方向のコミュニケ

ーションをさらにとることができれば、よりよいプレゼンテーションの場となったと考える。 

次に「roseburg@ウィキ」では、「rosecastle@ウィキ」ではあまり盛んに行われなかったフォー

ラムページでの交流を積極的に行うことができている。フォーラムページは各々が模擬授業をやっ

た感想や情報科の教師となっていく上でどう考えているかを語り合う場となっていた。 

また、こちらでは模擬授業をまず行いその内容をWikiに載せるという形でWiki作りを行ってい

るため、内容が「rosecastle@ウィキ」だけにとどまらず模擬授業と繋がっていたり、情報科の授業

の今後の話などにも広がっていった。お互いに指導案を見合って、それについてコミュニケーショ

ンをし合う、この両方をできるのは他のツールでは不可能であり、Wikiでのみ可能である。 

このように Wiki というツールは情報をまとめ、発信していくという点でとても有効なツールであることは

間違いない。本研究でも明らかにしたように、教師教育にも有効な活用法であることが実証できた。今後、
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さらにWikiを用いて効果的な教師教育が行われることを期待したい。 
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